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本
文
の
ね
ら
い

・
要
点

北
方
四
島
は
何
故
自
然
が
残

っ
て
い
る
か
?
そ
れ

は
、
特
に
豊
か
な
河
川
生
態
系

(釣
り

"網
"
禁
止
)

と
海
ま
で

「網
禁
止
」
の
自
然
保
護
区
だ
か
ら
だ
。

海
は
璃
瑠
瑠
水
道
を
通
る
ロ
シ
ア
側
主
張
ラ
イ
ン
を

境
に
歴
然
と
し
て
い
る
。

1
、
は
じ
め
に

千
島
列
島

の
南
端
に
位
置
す
る
、
択
捉
、
国
後
、
色
丹

の
三
島
と
歯
舞
諸
島
を
併
せ
て
北
方
四
島
と
言
う
。
戦
後
、

日
本
人
に
代
わ

っ
て
ロ
シ
ア
人
が
住
み
、
そ
こ
の
自
然
に

つ
い
て
は
ベ
ー
ル
に
包
ま
れ
た
ま
ま
で
あ

っ
た
が
、
。コ
ル

バ
チ
ョ
フ
時
代
に
始
ま

っ
た
ペ
レ
ス
ト
ロ
イ
カ
や
グ
ラ
ス

ノ
ス
チ
に
よ
り
そ
の
状
況
が
明
ら
か
に
な
り
は
じ
め
た
。

戦
前
の
森
林
施
業
は
、
帯
広
営
林
支
局

(
一
九
五
七
)

に
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
そ
れ
に
よ
る
と
、
国
後
島
に
仮
施

業
案
が
編
成
さ
れ
た
の
が
明
治
三
七
、
八
年
頃
で
、
千
島

に
対
す
る
本
格
的
な
本
施
業
編
成
規
定
が
施
行
さ
れ
る
よ

う
に
な

っ
た
の
は
大
正
九
年
か
ら
で
あ
る
。

こ
れ
に
よ

っ

て
行
わ
れ
た
千
島

の
森
林
経
営
は
伐
採
林
業

で
あ
り
、
昭

和

=

一年
度
か
ら
の
三
ヶ
年

の
収
支
状
況
は
、
支
出
が
収

入

の

一
割

に
も
充
た
ず
、
育
成
面

へ
の
還
元
は
な
さ
れ
な

か

っ
た
。
根
室
支
庁
で
は
、
昭
和

=
二
年
か
ら

一
四
年
に

か
け
て

「南
千
島
開
発
計
画
案
」
を
作
成
し
、
そ
れ
に
応

じ
て
北
海
道
庁
で
は
紗
那
に

「千
島
調
査
所
」
を
設
け
調

査
を
行

っ
た
。
そ
の
結
果
、
南
千
島
の
林
業
に
対
す
る
青

写
真
も
描
か
れ
た
が
、
戦
争
の
勃
発
と
戦
況
の
悪
化
の
た

め
に
ほ
と
ん
ど
実
行
さ
れ
る
こ
と
が
な
か

っ
た
。
こ
の
様

な
訳
で
、
森
林
環
境
の
破
壊
に
つ
い
て
は
、
こ
と
に
終
戦

間
際
は
ひ
ど
く
、
森
林
施
業
を
離
れ
た
極
度

の
伐
採
が
行

わ
れ
た
。

筆
者
は
、

一
九
九
二
年
か
ら
九
八
年
ま
で
、
ビ
ザ
無
し

で
三
回
、
北
方
四
島
を
訪
れ
て
い
る
。
五
〇
数
年
経

っ
た

今
ど
う
な

っ
て
い
る
の
か
を
駆
け
足
に
見
、
そ
の
概
要
に

つ
い
て
述
べ
た
い
。

2
、
四
島

の
現
況

北
海
道
は
明
治
に
始
ま

っ
た
開
拓
以
来
原
生
の
環
境
を

失

い
続
け
、
そ
の
進
行
が
戦
後
早
か

っ
た
の
は
周
知
の
と

こ
ろ
で
あ
る
。
特
に
、
河
畔
林
を
含
む
河
川
生
態
系
、
並

び
に
低
地
針
広
混
交
林
に
お
け
る
生
態
系
に
お
い
て
著
し

い
変
化
が
み
ら
れ
、
動
植
物
相
は
従
来

の
姿
を
失

っ
て
い

る
。
さ
ら
に
、
沿
岸
に
生
息
、
及
び
繁
殖
す
る
海
獣
海
鳥

類
に
お
い
て
も
著
し
い
変
化
が
み
ら
れ
た
。
し
か
し
、
北

方
四
島
は
、
北
海
道
と
比
べ
て
環
境
破
壊
が
進
ん
で
お
ら

ず
、
動
物
群
集
が
本
来
の
姿

で
生
息
し
て
い
る
ほ
ど
回
復

し
て
い
た
。
特

に
、
河
川
は
河
畔
林
の
し

っ
か
り
し
た
砂

防
ダ
ム
や
護
岸

の
な
い
自
然
河
川
で
あ
り
、
非
常
に
高
い

価
値
を
持

っ
て
い
た
。

a
.
国
後
島

国
後
島
は
、
九
二
年
に
廻
り
、
古
釜
布
ー
ニ
キ
シ
ョ
ロ

間
と
古
釜
布
ー
セ
オ
イ
川
間
を
陸
上
か
ら
み
る
こ
と
が
で

き
た
。
ま
た
、
古
釜
布
湿
原
を
周
辺
か
ら
見
る
こ
と
が
で

き
た
。

古
釜
布
と
古
釜
布
湖
と
の
間
に
は
古
釜
布
湿
原
が
広
が

り
、
戦
前
国
後
松
の
産
地
と
し
て
知
ら
れ
た
と
こ
ろ
で
あ

っ

た
。
湿
原
は
ほ
ぼ
完
全
に
残

っ
て
い
て
、
衛
星
写
真
で
見

る
と
幾
層
も
の
ア
カ

エ
ゾ

マ
ツ
の
林
が
あ
る
の
が
わ
か
る
。

湿
原

へ
の
影
響
が
懸
念
さ
れ
る
も
の
と
し
て
は
、
湿
原
内

を
通
り

ニ
キ
シ
ョ
ロ
湖
へ
抜
け
る
道
路
が
形
成
さ
れ
、
ま

た
、
古
釜
布
湖
に
流
入
す
る
河
川
の
上
流
部
の
針
広
混
交

林
が
軍
事
施
設
や
別
荘
の
建
設
の
た
あ
に
伐
採
さ
れ
、
現

在
も
進
行
中
で
あ
る
こ
と
で
あ
る
。
ま
た
、
市
街
地
周
辺
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セオイ川の支流

の
高
層
湿
原
は
家
畜
の
放
牧
が
行
わ
れ
、
乾
燥
化
が
み
ら

れ
た
点
が
挙
げ
ら
れ
る
。

古
釜
布
か
ら
東
側
は
、
近
布
内
、
キ
カ
ナ
イ
、
植
古
丹

に
牧
場
施
設
が
有
る
以
外
集
落
は
な
く
、
数
軒
の
昆
布
番

屋
と
自
然
保
護
区
の
管
理
施
設
が
あ
る
の
み
で
あ
る
。
国

後
島
は
、

一
八
六
五
年
頃
に
島
南
西
部
を
焼
き
尺
・く
す
大

火
に
あ

っ
て
い
る
ほ
か
、
明
治
か
ら
昭
和
に
か
け
て
何
度

と
な
く
山
火
事

に
あ

っ
て
い
て
泊
山
か
ら
東
側
北
西
斜
面

で
は
無
立
木
地
が
目
立

つ
が
、
留
夜
別
川
か
ら
東
の
自
然

保
護
区
内
や
そ
の
西
側

の
摺
鉢
山
々
麓
の
島

の
東
側

一
帯

を
中
心
に
良
好
な
針
広
混
交
林
が
形
成
さ
れ

て
い
る
。
特

に
、
河
畔
林
は
よ
く
残

っ
て
い
て
、
セ
オ
イ
川
で
は
直
径

一
m
を
こ
え
る
オ
オ
バ
ヤ
ナ
ギ
の
大
木
の
群
落
が
見
ら
れ

た
。

こ
こ
は
、
自
然
保
護
区

で
あ
り
、
釣
り

(綱
)
は
禁

止

の
所

で
あ
る
。
七
月
二
日
に
行

っ
た
時
に
は
、
産
卵
を

終

え
た

キ

ュ
ウ

リ

ウ

オ

が
多

数

死

ん

で
い
た
。

そ

の
上
を
、

二
五

～

三

〇

㎝
は

あ

る

ヤ

マ
ベ
と

ア

メ

マ
ス

の
群

れ

が

泳

い

で

い
た
。

自

然

保

護

区

の
職

員

に
よ

れ

ば
、

こ

の
あ

と

カ

ラ

フ

ト

マ

ス
と

サ

ケ
が

上

る
と

言

う
。

当

然

シ

マ

フ
ク

ロ
ウ
も
多

く
、

営

巣

木

を

確

認

し

た

セ

オ

イ

川

を

含

め

、

ク

ラ
ォ

イ

川

か

ら

ノ
チ

カ

川

ま

で

の
間

(
一
二

㎞

×

一
五

㎞
)

に
、

七

つ
が

い

も

い
た

(
デ

ィ

ハ
ー

ン

・
キ

ス

レ
イ

コ
、

一
九

八

八

)
。

現

在

世

界

で
最

も

密

度

の

高

い

生

息

地

で
あ

ろ

う
。

そ

れ

は
、

大

径

木

の
残

っ
た

河

畔

林

と
豊

富

な
魚

類

相

を

有

し

た
天

然

河

川

が

こ
れ

を

支

え

て
い

る

も

の
と

考

え

ら

れ

る
。

ま

た
、

国

後

島

留

夜

別

か

ら
先

の

自

然

保

護

区

内

で

は

い

た

る

と

こ

ろ

で

ヒ
グ

マ
の
痕

跡

が

見

ら

れ

、

知

床

半

島

の

ル

シ

ャ
川

や

テ

ッ
パ

ン

ベ

ッ
川

以

上

に
生

息

状

況

し

て

い

る
と

見

ら

れ

た
。

b
.

色

丹
島

色

丹

島

は
、

九

二

年

と

九

八

年

に
行

っ
た
。

エ
イ

タ

ン

ノ

ッ
ト
岬
、

ト

イ

ロ
、

イ
ネ

モ

シ
リ
、
穴
澗

の
二

二
↓ニ
ピ

ー

ク
周

辺

、

及

び

ホ

ロ
ベ

ツ
地

区

を
陸

上

か

ら
、

ま

た

、

ポ

ロ
ベ

ッ

ー
大

岬

問

と

松

ヶ
浜

湾

を
海

上

か

ら
見

る

機

会

を

得

た
。

穴

澗

の
こ

一
一
一ニ
ピ

ー
ク

は
、

又
古

丹

山

の
西

隣

に
位

置

し
、

植

生

的

に
も

連

続

し

た

も

の
が

み
ら

れ

、

舘

脇

(
一

九

三

一
)

の
推

賞

し

た
地

区

か

ら
外

れ

る

が

、

北

側

の
海

に
面

し

た
斜

面

は
高

山

植

物

の
群

落

に
覆

わ

れ

て

い

た
。

こ

こ

は
、

穴

澗

か

ら

一
,

五

㎞

の
位

置

に
あ

り

ハ
イ

キ

ン

グ

コ
ー

ス

に
も

な

っ
て

い

る

が
、

エ
ゾ

ツ

ツ
ジ

、

チ

シ

マ

ル
リ

ソ
ウ
、

ウ

ル

ッ
プ

ソ
ウ
な

ど

の
高
山

植

物

が

コ
ー

ス

脇

一
面

に
あ

り

、

ま

た

、

ミ

ヤ

マ
ビ

ャ
ク

シ

ン

の
純

叢

も

か

な

り

見

ら

れ

た

。

舘

脇

が

記

し

た
高

山

植

物

群

落

は
北

西

か

ら

北

東

斜

面

に
か

け

た

海

に
面

し

た
斜

面

に
多

か

っ

た

。ま

た

、
出

崎

か

ら

エ
イ

タ

ン

ノ

ッ
ト
岬

に

か

け

て
、

二

チ シ マ ウ スユ キ ソ ウホ ロ ベ ツ穴澗岬より穴澗市街、手前は高山植物
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㎞
弱

に
渡

り

「
お
花

畑

」

が

続

い

て
お

り
、

そ

の
主

な

植

物

を

挙

げ

る

と
、

チ

シ

マ
ウ

ス
キ

ソ
ウ
、

ウ

サ
ギ

ギ

ク
、

エ
ゾ

ツ

ツ
ジ

な

ど

で
あ

る
。

こ

こ
か

ら

松

ケ
浜

に
か

け

て

の
太

平

洋

側

で
は
、

エ
ト
ピ

リ

カ
、

チ

シ

マ
ウ
ガ

ラ

ス

の

希

少

野

生

動

物

が
多

か

っ
た

。

特

に
、

ト

イ

ロ
で
は

エ
ト

ピ

リ

カ

の
巣

が
数

百

あ

り
、

昼

間

は
沖

合

い

に
行

く

た

め

数

は
少

な

い
が
、

そ
れ

で
も

飛

ん

で

い

た
数

は

一
〇

〇

羽

を

越

え

て

い
た
。

色

丹

島

は
、

三
分

二

が
自

然

保

護

区

で
あ

る
が

、

住

宅

地

、

並

び

に
交

通

路

と

し

て
使

用

し

て

い
る

と

こ

ろ
以

外

は

ほ

と

ん

ど

の
植

物

群

落

が
戦

前

の
ま

ま
残

さ
れ

て
い

て
、

特

に
太

平

洋

側

は
海

鳥

の
宝

庫

と

い
え
、

ク

リ

リ

ス
キ

ー

自

然

保

護

区

で
は
、

沖

合

い

一
マ
イ

ル
ま

で
が
自

然

保

護

区

で
漁

網

は

一
切

禁

止

だ
と

ユ.口
う
。

c
,

歯

舞

諸

島

歯

舞

諸

島

は
、

九

二
年

に

カ

ナ

ク

ソ
岩

と
海

馬

島

、

志

発

島

に
行

っ
た
。

カ

ナ

ク

ソ
岩

で
は
、

ト

ド
、

ウ

ミ

ガ

ラ

ス
、

チ

シ

マ
ウ

ガ

ラ

ス
、

海

馬
島

で
は
、

エ
ト

ピ

リ

カ

、

志

発
島

ア
ザ

ラ

シ
を

見

た
。

そ

れ

ぞ

れ
、

一
五

〇

～

三

〇

〇

羽

(
頭

)

い

た

。

こ

こ
も
沖

合

い

一
マ
イ

ル
ま

で
が

自

然

保
護

区

で

あ

る

。d
.

択

捉

島

択

捉

島

は
、

九

二
年

、

九

七

年

、

九

八

年

の
三

回
行

っ

た

。

そ

こ

で
は
、

紗

那

ー
天

寧

間

、

年

萌

、

別
様

川

の
支

流

ア

ン

コ

ロ
川
艀

化

場

、

散

布

山

々

麓

と

瀬

石

沼
上

流

部

の
森

林

を

見

る

こ
と

が

で
き

た

ほ

か

、

野

斗

呂

岬

か

ら

阿

登

佐

岳

間

を

海

上

か

ら

見

る

こ
と

が

で
き

た
。

紗

那

か

ら

別

飛

問

は
散

布

山

々
麓

を

通

過

す

る

一
本

の

道

路

で
結

ば

れ

て

い
る

が
、

途

中

ハ
イ

マ

ツ
群

落

を

伴

う

良

好

な

シ

コ
タ

ン

マ
ッ
群

落

を

見

る

こ
と

が

で
き

た
。

シ

コ
タ

ン

マ

ツ
は

、

北
方

四
島

で
は

、

択

捉

島

と

色

丹

島

だ

カ ナ ク ソ岩 の ト ド散布 山 と シ コ タ ンマ ッ

け
に
し
か
な
く
、
気
象
条
件
等
に
よ
り
生
育
を
阻
ま
れ
て

綾
生
化
し
た
も
の
か
ら
、
胸
高
直
径
が

一
m
に
近
い
も
の

ま
で
様
々
で
あ

っ
た
。
九
七
年
に
西

へ
行
っ
た
と
き
に
は
、

ラ
ウ
ス
川
に
沿

っ
て
広
大
な
シ
コ
タ
ン
マ
ツ
と

ハ
イ

マ
ツ

の
群
落
が
あ

っ
た
。

択
捉
島
の
北
西
岸
は
厳
し
い
気
象
条
件
の
影
響
を
受
け

て
海
岸
段
丘
上
の
か
な
り
後
退
し
た
と
こ
ろ
か
ら
森
林
が

始
ま
り
、
野
斗
呂
岬

で
は
、
先
端
部
に
自
然
草
原
が
広
が

る
ほ
か
、
ト
ド
マ
ツ
を
主
体
と
し
た
針
広
混
交
林
も
風
衝

化
し
て
い
る
。

こ
の
先
、
老
門
ま
で
は
明
ら
か
に
気
象
の

影
響
と
思
わ
れ
る
無
立
木
地
が
目
立

つ
が
、
温
根
登
山
か

ら
西
単
冠
山
に
か
け
て
の
山
麓
は
谷
沿
い
に
良
好
な
針
広

混
交
林
が
広
が

っ
て
い
る
。
ま
た
、
宇
多
須
都
の
浜
を
中

心
に
西
単
冠
山
々
麓
に
か
け
て
広
葉
樹
林
、
阿
登
佐
岳
山

麓
に
か
け
て
針
広
混
交
林
が
樹
海
と
な

っ
て
広
が

っ
て
い

る
。
こ
の
間
、
集
落
は
な
く
、
防
衛
施
設
も

一
ヶ
所
し
か

見
受
け
ら
れ
な
く
、
戦
後
手

つ
か
ず
で
残

っ
て
い
た
こ
と

を
伺
わ
せ
る
。
こ
こ
の
低
地
帯

に
あ
る
内
保
湖

の
湖
岸

に

は
自
然
保
護
区
の
管
理
施
設
が
あ
り
、
保
護
区
の
主
要
な

部
分
を
な
す
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

野
斗
呂
岬
は
ト
ド
、

ア
ザ
ラ
シ
、
ラ
ッ
コ
の
繁
殖
地
と

し
て
知
ら
れ
て
い
る
が
、
百
数
十
頭
の
ゼ

ニ
ガ
タ
ア
ザ
ラ

シ
と
ラ
ッ
コ
が

一
頭
確
認
さ
れ
た
だ
け
で
あ
る
が
、
東
側

の
珊
瑚
崎
、
ト
ド
島
の
調
査
を
行
わ
れ
な
か

っ
た
た
め
と

考
え
ら
れ
る
。
択
捉
自
然
保
護
委
員
会
の
カ
シ
プ
ル
ク
氏

の
情
報

に
よ
る
と
ラ
ッ
コ
は
北
東
海
岸
を
中
心
に

一
千
頭

(九
二
年
当
時
)
生
息
し
て
い
て
、
幌
莚
島
、
得
撫
島

に

つ
い
で
千
島
第
三
の
生
息
地
で
あ
る
。

択
捉
島
の
北
海
道
と
違
う
と
こ
ろ
は
、
陸
の
哺
乳
類
で

は
ヒ
グ

マ
で
あ
る
。
昼
間
は
目
撃
す
る
事
は
な

い
が
、

「
こ
ん
な
所
に
」
と
思
う
と
こ
ろ
で
前

の
日
歩

い
た
足
跡

を
見
た
。
仲
間
の
人
は
、
別
の
所
で
も
足
跡
を
見
て
い
る
。
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お

そ

ら

く

、

国

後

島

以

上

だ

と

思

う

。

4
、

ロ
シ
ア
の
自
然
保
護
区

(公
園
)

北
方
四
島
は
、
二

つ
の
自
然
保
護
区
と
国
後
島
に
森
林

公
団

(自
然
保
護
区
に
類
似
)
、
歯
舞

・
色
丹

に
は
、
生

物
保
護
区
、
そ
し
て
海
の
保
護
区
が
あ
る
。

ロ
シ
ア
生
態
天
然
資
源
省
の
国
立
ク
リ
リ

ス
キ
ー
自
然

保
護
区
は
、
国
後
島
の
留
夜
別
川
か
ら
東
側
東
ビ
ロ
ク
湖

ま
で
の
東
部

一
帯
と
泊
山
、
東
沸
湖
を
含
む
南
西
部
、

ハ

ル
カ
リ
モ
シ
リ
、
海
馬
島
周
辺
、
及
び
マ
ー
リ
エ
・
ク
リ

リ
ス
キ
ー
生
物
保
護
区
は
、
歯
舞
諸
島

一
部

と
色
丹
島
の

南
側
三
分
の
二
を
所
轄
す
る
。
こ
こ
の
法
律

は
、
日
本
よ

り
は
遙
か
に
厳
し
い
。
ま
た
、
沖
合
い

一
マ
イ
ル
ま
で
が

保
護
区
で
あ
り
、
漁
網
す
ら

一
切
禁
止
で
あ
る
。
し
か
し
、

ロ
シ
ア
は
極
度

の
財
政
難
で
、
給
料
が
払
え
ず
辞
め
て
い

く
人
が
多
く
、
国
立
ク
リ
リ
ス
キ
ー
自
然
保
護
区
は
、
九

二
年
当
時
、

一
二
名
の
イ
ン
ス
ペ
ク
タ
ー
と
三
〇
名
の
レ

ン
ジ

ャ
ー
な
ど
五
〇
数
名
の
職
員
が
働
い
て
い
た
が
、
現

在
は
三
二
名

で
あ
る
。

択
捉
島
に
は
サ

ハ
リ
ン
州
立
自
然
保
護
区

オ
ス
ト
ロ
ブ

ヌ
イ
が
存
在
し
、
蘂
取
岬
か
ら
太
平
洋
沿
い
に
単
冠
湾
を

除
い
て
ベ
ル
タ
ル
ベ
岬
ま
で
が
ラ
ッ
コ
の
保
護
区
に
指
定

さ
れ
て
い
る
。
九
二
年
当
時
、
イ
ン
ス
ペ
ク
タ
ー
や
保
護

官
な
ど
四
十
数
名
が
管
理
に
当
た

っ
て
い
た
が
、
現
在
は

確
か
あ
て
い
な
い
。

毎
回
多
く
の
職
員
と
語
り
合
う
機
会
を
得

た
が
、
皆
、

自
然
保
護
に
は
熱
心
で
あ

っ
た
こ
と
が
印
象
的
で
あ
る
。

彼
ら
の
抱
え
る
悩
み
は
、

ロ
シ
ア
国
内
で
も
保
護
か
開
発

か
を
め
ぐ
り
国
や
州
と
ぶ
つ
か
る
こ
と
が
頻
繁
で
あ
る
こ

と
、
予
算
が
少
な
い
こ
と
、
或
い
は
、
日
本

の
密
漁
網
に

か
か
り
多
く
の
海
鳥
や
海
獣
が
死
ん
で
い
る
こ
と
な
ど
立

場
が
違

っ
て
も
共
通
す
る
も
の
が
多
か

っ
た
。

5
、
お
わ
り
に

戦
後
五
〇
年
余
り
の
間
、
多
く
の
人
々
を
心
配
さ
せ
て

き
た
北
方
四
島
の
自
然
で
あ
る
が
、
こ
の
よ
う
に
ど
う
に

か
我
々
の
望
む
状
態
で
残

っ
て
い
た
こ
と
は
事
実
で
あ
る
。

し
か
し
、
昨
今
の
日
ロ
問
の
状
況
を
見
る
に
、
北
方
四
島

を
取
り
巻
く
情
勢
の
変
化
と
と
も
に
日
ロ
相
互
の
開
発
論

が
台
頭
し

つ
つ
あ
り
、
こ
の
す
ば
ら
し
い
自
然
に
脅
威
を

及
ぼ
し
て
い
る
。

北
方
四
島
は
、
古
釜
布
、
泊
、
紗
那
、
別
飛
、
天
寧
、

斜
古
丹
、
穴
澗
や
軍
の
施
設
が
あ
る
場
所
以
外
は
ほ
と
ん

ど
手
を
付
け
ら
れ
て
い
な
く
、
大
半
が
終
戦
間
際
の
状
態

で
残

っ
て
い
る
と
見
ら
れ
る
。
特
に
、
自
然
保
護
区
や
森

林
公
団
に
指
定
さ
れ
て
い
る
地
域
は
良
い
状
態
で
植
生
環

境
が
保
た
れ
て
い
る
よ
う
に
見
受
け
ら
れ
た
。
確
か
に
過

去
の
伐
採
跡
は
あ
ち
こ
ち
で
見
ら
れ
た
が
、
ダ
ム
や
河
川

改
修
等
の
人
工
物
は
皆
無
に
近
く
、
オ
オ
バ
ヤ
ナ
ギ
な
ど

河
畔
林
も
し

っ
か
り
し
て
い
た
。
そ
れ
で
多
少
雨
が
降

っ

て
も
濁
ら
な
い
。
シ
マ
フ
ク
ロ
ウ
や
オ
ジ

ロ
ワ
シ
が
い
て
、

ヒ
グ

マ
も
い
た
。
そ
こ
は
、
高
い
レ
ベ
ル
で
河
川
生
態
系

は
廻

っ
て
い
た
。
ま
た
、
海
獣
や
海
鳥
に
対
す
る
保
護
状

態
も
良
く
、
北
海
道
で
は
希
少
野
生
動
物
と
な

っ
た

エ
ト

ピ
リ
カ
や
ウ
ミ
ガ
ラ
ス
、
チ
シ
マ
ウ
ガ
ラ
ス
、
ま
た
ゼ

ニ

ガ
タ
ア
ザ
ラ
シ
、
ラ
ッ
コ
な
ど
の
生
息
が
多
数
見
ら
れ
る
。

そ
の
生
息
状
況
の
違
い
は
、

ロ
シ
ア
側
主
張
ラ
イ
ン
を
越

え
る
と
歴
然
と
し
て
い
る
。

訪
島
前
に
あ
る
程
度
知
識
が
あ

っ
た
の
で
そ
れ
な
り
に

生
態
系
が
維
持
さ
れ
て
い
る
と
見
て
い
た
が
、
百
聞
は

一

見
に
し
か
ず
、
北
海
道
の
現
状
を
見
続
け
て
い
た
自
分
に

と

っ
て
は
す
ば
ら
し
い
限
り
の
自
然
が
四
島
そ
れ
ぞ
れ
の

顔
を
持

っ
て
残

っ
て
い
た
と
い
え
る
。
嬉
し
い
限
り
で
あ

る
反
面
、
是
が
非
で
も
後
世
に
こ
の
ま
ま
残
さ
ね
ば
な
ら

な
い
使
命
を
与
え
ら
れ
た
気
が
し
て
、
我
々
の
時
代
に
情

勢
が
動
い
た
責
任
感
を
感
ぜ
ら
れ
ず
に
は
い
ら
れ
な
い
。

一
人
で
も
多
く
の
国
民
に
北
方
四
島
の
自
然
の
重
要
さ
に

関
心
を
持

っ
て
も
ら
え
た
ら
幸
い
で
あ
る
。
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